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は酢酸ピ、ニーノレの低温に於ける光重合反応に於いて，その ESR スペクト Jレが著しい波長効果を示す
事を見出した口
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可視光 HOーイCHz-CHþ--CHZ-CHO + CHけ CO


























吸収に重なり，新たに一本の ESR 吸収線が現れることを見出し， この新たな吸収線にみられる種々
の特徴を入念に検討し，乙れが溶媒和電子に起因することを推論した白更にこの溶媒和電子の生成機
作に関する考察を行ない，遊離基中間体の光イオン化によって生成することを帰納した口
第三部では，光重合の際に，上述の如き生長遊離基末端の光イオン化による溶媒和電子の生成と，
その可視光照射による遊離基への転換が見出される事実を重視し，全重合機作におけるその役割を検
討した口その役割は，主として遊離基重合の連鎖移動と，光イオン化により生成したカチオン末端か
らの新たなカチオン重合連鎖の開始であることを指摘し，新たに興味深い重合機作を提出した。
更に，溶媒和電子の生成に与える添加剤の効果を検討し，連鎖移動による重合速度の低下の可能性
を確認し，またビ、ニ jレエーテノレについて，カチオン機構によると推定される重合速度の増大を見出
し，光イオン化の過程が光重合において占める役割の重要性を証明した。
以上を要するに，錦田君は，この種の研究で不明だった点を明らかにすると共に，きわめて新しい
事実を発見し，新しい重合開始説を提出した。よって，この論文は理学博士の学位論文として十分の
価値があると認める。
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